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目 的

細断型ロールベーラは、牧草用のロールベーラの省力

性をサイレージ用トウモロコシ等の長大作物に応用する

ことを目的に、生物系特定産業技術研究支援センター農

業機械化研究所と農機メーカーの共同により開発が進め

られ、平成16年度より市販された機械である。

県内でも平成15年度から本機の実演会が開催され、ト

ウモロコシ等を材料にロールが作成された。

これらロールのラップサイレージは、長大作物を予乾

せずにダイレクトに刈取調製するまったく新しい方式で

あること及びできたロールは通年での給与を前提とする

ものであることから、サイレージの発酵品質及び貯蔵期

間との関係での品質の変化等を調査した。

材料及び方法

１．平成15年８月20日に県内のＫ町で実施した実演会に

おいて、Ｔ社の市販予定機械で作成したトウモロコシ

のロールラップサイレージを、貯蔵５ヶ月目～12ヶ月

目までの期間で５期に分けて開封し、ｐＨ、水分、飼

料成分、ロールの重量及びロールの上中下の部位別の

発酵品質等を調査した。材料の水分含量は76.5％で、

やや早刈りであった。貯蔵は屋外で縦置きとした。ラッ

プフィルムの巻き数は６層とした。

２．平成16年８月10日に県内のＳ市で実施した実演会に

おいて、Ｔ社の市販機械で作成したトウモロコシとソ

ルガムの混播のロールラップサイレージの発酵品質と

飼料成分を貯蔵８ヶ月目の４月中旬に開封し調査した。

刈取時の熟期はトウモロコシが黄熟期、ソルガムは乳

～糊熟期で、水分含量は72.2％であった。

３．分析用のサンプルはロールの上中下のそれぞれより

数カ所採取しサンプルとした。またそれらを混合して

全体のサンプルとした。

分析方法については、ｐＨはガラス電極ｐＨメー

ター、有機酸は高速液体クロマトグラフ、揮発性塩基

態窒素（ＶＢＮ）は水蒸気蒸留法、全窒素はケルダー

ル法、水分は70℃通風乾燥機、飼料成分は常法により

それぞれ行った。

結果及び考察

１．平成15年度調査

貯蔵期間とサイレージの発酵品質との関係（表１）

は、6月28日の貯蔵10ヶ月目まではｐＨも３点台を維持

していたが、8月10日の貯蔵12ヶ月目では4.10と若干上

昇した。これは、気温の上昇とともにサイレージにも

変化があったものと考えられる。ただし、官能的には

品質劣化はなかったことから、ほぼ１年間は品質保持

でき、通年給与が可能と考えられる。
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表１ ロールの貯蔵期間とサイレージの発酵品質

調 査 月 日 ｐＨ 水分 ％

平成16年１月19日（貯蔵５ヶ月目） 3.76 76.0

４月28日（貯蔵8.5ヶ月目） 3.74 76.1

６月15日（貯蔵10ヶ月目） 3.61 76.3

６月28日（貯蔵10ヶ月目） 3.73 75.3

８月10日（貯蔵12ヶ月目） 4.10 75.2

水分含量については、75.2％～76.3％と貯蔵期間中

にはほとんど変化はなかった。

１ロールの重量は321㎏～356㎏であった。牧草のロー

ルにくらべ大きさ（直径85cm、高さ85cm）の割には重い

ことから、移動等に際しては注意が必要であると考えら

れる。

ロールの部位によるサイレージの発酵品質等について

（表２、表３）は、４月28日開封の貯蔵５ヶ月目では、上

中下のいずれの部位ともpHは3.5台であり発酵品質に問題

はないと考えられたが、水分含量については上部が73.2

％、下部が78.5％と上下で5.3％の差があった。これは、

材料の水分が76.5％と高めであったこともあり、貯蔵中
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品質において遜色のないものであると考えられる。また、

通年給与をする上でも問題ないと考えられる。ただし、

薄いフィルムで巻いてあることから、取扱いは丁寧に行

い、フィルムに穴を開けないように注意することは、従

来のラップサイレージでの注意点と同様である。

２．平成16年度調査

サイレージのｐＨは3.96と発酵品質は良好であった。

サイレージの水分は64.5％と材料の水分72.2％に較べか

なり低かった。これについては、サイレージのサンプリ

ングの部位等も関係していると考えられる。

以上の結果から、貯蔵期間は８ヶ月程度ではあるが、

前年と同様に細断型ロールベーラーで調製したサイレー

ジの発酵品質は良好であり問題はないと考えられる。

に水分がロールの下部に移ったためと考えられる。給与

に際しては、上下を混ぜることが必要と考えられる。８

月10日の貯蔵12ヶ月目の開封分については、ｐＨが高め

で、特に上部で4.18と高かった。水分含量については上

部と下部で2.6％の差であった。これらのことから、刈取

は従来のサイレージ調製より幾分遅めに行うほうが、ロー

ルの下部で水分が高くなることや、貯蔵中のロールの変

形も起こりにくくなると考えられる。

飼料成分について（表４）は６成分、ミネラル、硝酸

態窒素とも、貯蔵期間中に大きな変化はなかった。１年

程度の貯蔵では飼料成分にほとんど変化はないと考えら

れる。

以上の結果から、細断型ロールベーラで調製したサイ

レージは、従来の貯蔵方法によるサイレージと較べ発酵

表２ ロールの部位によるサイレージの品質

４月28日開封分 ８月10日開封分

部位 ｐＨ 水分 ％ ｐＨ 水分 ％

上 3.53 73.2 4.18 74.5

中 3.50 75.2 4.06 74.1

下 3.57 78.5 4.07 77.1

表３ ４月28日開封分のサイレージの部位別発酵品質

部 位
有 機 酸 組 成 （新鮮物中％） VBN /T-N

（％）

Ｖスコア

（点）乳 酸 酢 酸 プロピオン酸 酪 酸

上 1.57 0.26 0.01 0.00 8.2 93

中 1.76 0.25 0.01 0.00 9.8 90

下 1.49 0.31 0.01 0.01 10.3 87

表４ ロールの貯蔵期間と飼料成分 単位：％

項 目
１月19日開封分

（貯蔵５ヶ月目）

４月28日開封分

（貯蔵8.5ヶ月目）

８月10日開封分

（貯蔵12ヶ月目）

水 分 76.0 76.1 75.2

粗 蛋 白 質 1.6 1.9 1.8

粗 脂 肪 0.7 0.7 0.7

可 溶 無 窒 素 物 14.0 14.1 14.2

粗 繊 維 6.1 5.6 6.5

粗 灰 分 1.7 1.6 1.7

Ａ Ｄ Ｆ 8.7 6.3 7.4

Ｎ Ｄ Ｆ 12.1 11.6 12.8

カ ル シ ウ ム 0.03 0.05 0.05

リ ン 0.05 0.06 0.08

マ グ ネ シ ウ ム 0.03 0.03 0.03

カ リ ウ ム 0.33 0.34 0.27

硝 酸 態 窒 素 0.014 0.019 －
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